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１１  資資産産のの概概要要  

  

１１..１１  地地方方 

 栃木県・岡山県・大分県・茨城県 （※構成資産の設立年代順） 

  

  

１１..２２  資資産産のの名名称称  

（仮称）近世日本の教育遺産群 （Educational Heritage from Early-Modern Japan） 

  

  

１１..３３  所所在在位位置置  

 （仮称）近世日本の教育遺産群は，東アジアの東端に当たる日本列島の関東地方，中国地

方，九州地方に位置し，６つの構成資産からなる連続性を持つ資産である。 

現行の行政区分に基づく各構成資産の所在位置と保護の類型は，表表 11--11 に示すとおりであ

る。 

 

表表 11--11  構構成成資資産産とと位位置置  

№ 構成資産 所在地 

保護の類型 

（いずれも 

国指定または 

国選定） 

座標計測位置 緯度 経度 

1 足利学校（指定名称：足利学校跡） 栃木県足利市 記念物（史跡） 大成殿 N 36°20′09.35″ E139°27′13.24″ 

2 閑谷学校（指定名称：旧閑谷学校） 岡山県備前市 記念物（特別史跡） 講 堂 N 34°47′46.93″ E134°13′10.16″ 

3-1 咸 宜 園（指定名称：咸宜園跡） 

大分県日田市 

記念物（史跡） 秋風庵 N 33°19′23.49″ E130°56′06.74″ 

3-2 

豆 田 町（選定名称：日田市

豆田町伝統的建造物群保存

地区） 

重要伝統的建造物群保存地区 廣瀬家 N 33°19′36.24″ E130°56′11.70″ 

4-1 弘 道 館（指定名称：旧弘道館） 

茨城県水戸市 

記念物（特別史跡） 正 庁 N 36°22′31.27″ E140°28′38.21″ 

4-2 偕 楽 園（指定名称：常磐公園） 記念物（史跡・名勝） 好文亭 N 36°22′27.48″ E140°27′09.87″ 
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２２  資資産産のの説説明明  

  

２２..１１  資資産産のの詳詳細細  

本節では，資産の詳細について詳述する。 

「（１）概要」では，各構成資産の歴史，空間構成・配置の特徴等を述べる。 

「（２）主たる構成要素」では，各構成資産の主要な構成要素を説明する。保存状況は構

成資産によって異なるものの，近世当時に建築され，本質的な価値を示す建造物が現存し

ており，それら建造物を「ア当初建造物」として説明する。次に，近世当時の建造物が現

存しなくとも，発掘調査を行って地下遺構の保存状況を調査し，確認された地下遺構を保

護することを原則としつつ，古文書や古写真といった諸記録をもとに近世当時の姿に復元

した建造物がある。これらは構成資産の本質的な価値を補強する役割を果たしていること

から，「イ復元建造物」として述べる。 

さらに，咸宜園と豆田町については，復元されていなくとも地下遺構が良好に残されて

いる建造物跡があることから，「ウ地下遺構が現存」する建造物についてとりあげる。 

「（３）関連建造物」では，明治以降に建築されたものの，各構成資産の本質的な価値を

補強する役割を果たす建造物について述べる。 

２２..１１..１１  足足利利学学校校  

指指定定名名称称 足利学校跡 

保保護護・・文文化化遺遺産産のの種種類類 記念物（史跡） 

教教育育遺遺産産のの類類型型 官立（官営）学校 

指指定定等等にによよりり保保護護さされれてていいるる面面積積 18,179 ㎡ 

（（11））概概要要  

足利学校は，現存する日本最古の学校である。

起源は，９世紀から 13 世紀など諸説あるが，文

献 上 そ の 具 体 像 が 明 確 に な る の は ， 応 永

30(1423)年の『学校省行堂日用憲章』に学校の

名が記され，関東管領の上杉憲
のり

実
ざね

が，学田と書

籍を寄進し学規を定めた頃からである。16 世紀

中頃には宣教師フランシスコ・ザビエルが「日

本国中最も大にして，最も有名な坂東の大学（原

語ではアカデミア）」と記し，当時の日本屈指の

学校として世界へ紹介している。律令制度の弱

体化で京都の大学寮，勧学院，学問所が衰退す 写写真真 22--11  足足利利学学校校（（方方丈丈・・南南庭庭園園苑苑池池））  

※※歴歴史史的的建建造造物物をを史史料料等等をを用用いいてて過過去去のの時時代代のの姿姿にに戻戻すすここととががああるるがが，，ここのの行行為為をを「「復復

原原」」ままたたはは「「復復元元」」とと呼呼んんででいいるる。。本本書書でではは，，絵絵図図やや記記録録，，ままたたはは古古写写真真等等のの典典拠拠ををもも

ととにに再再現現すするる行行為為ににつついいてて「「復復元元」」をを統統一一ししてて使使用用すするる。。ままたた，，災災害害やや経経年年劣劣化化でで損損傷傷

しし失失っったた部部分分をを修修理理すするる場場合合はは「「修修復復」」，，そそのの他他，，先先進進事事例例にに倣倣うう等等のの軽軽微微なな修修理理ををすす

るる場場合合はは，，「「整整備備」」をを用用いいるる。。 
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１１..４４  資資産産及及びび緩緩衝衝地地帯帯のの範範囲囲図図  

資産の地図上の位置は，図図 11--11 に示すとおりである。 

なお，今後，資産の保存管理及び緩衝地帯を検討し，緩衝地帯の位置・範囲及び法的保護

区分を示す図面を作成していく。 

  

 図図 11--11  構構成成資資産産のの位位置置図図  

  

  

１１..５５  資資産産のの面面積積    

 各構成資産の面積を表表 11--22 に示す。 

 

表表 11--22  構構成成資資産産のの面面積積  

№ 構成資産の名称 
構成資産の面積

（㎡） 

1 足利学校 18,179 

2 閑谷学校 38,327 

3-1 咸宜園 6,647 

3-2 豆田町 107,000 

4-1 弘道館 34,105 

4-2 偕楽園 138,493 

合 計 342,751 

  

  

  

  

  

１  足利学校 

４-１  弘 道 館 

４-２  偕 楽 園 

２  閑谷学校 

３-１  咸 宜 園 

３-２  豆 田 町 


